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　私の夢は、建築士になってお父さんの後をつぐこと
です。私のお父さんは、家に住む人が気持ち良く住
めるように工夫して家を建てています。お父さんのつ
くった家に行ってみました。私も住んでみたくなりま
した。お父さんがお客さんに家のことを教えていまし
た。そんなお父さんの姿を見て、私もお父さんのよう
な、お客さんのことを考えた家が建てられる建築士に
なりたいと思うようになりました。
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　一昨年の豪雨災害で浸水被
害などに見舞われた阿蘇中学
校 で 7 月 11 日、 災 害 か ら 2
年になる日に合わせ、復興支
援に関わった方々への感謝の
気持ちを届けようと、生徒た
ちがメッセージを書き綴った
風船を飛ばしました。
　災害を経験し、多くのこと
を学んだという生徒は「多く
の支えがあり今の私たちがあ
る。この経験を次の世代に引
き継いでいきたい」と話して
いました。

public relations magazine No.115

阿蘇小学校・6 年

夢を追いかける青少年の声を届けます ―

ch
as

e 
a 

dr
ea

m
 N

o.
8 

　
A

m
i W

at
an

ab
e

3 広報あそ 2014.08 22014.08 広報あそ 

夢を追いかけて

渡
わ た な べ

邉 亜
あ み

美 さん



高
度
医
療
機
器
も
充
実
！
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阿
蘇
中
央
病
院
は
、
旧
黒
川
村
で
昭
和
25
年
に

開
院
し
、
建
設
後
60
余
年
が
経
過
、
施
設
の
老
朽

化
と
と
も
に
、
新
た
な
医
療
需
要
に
対
応
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
や
、
地
域
医
療
機
関
な
ど
と
の
連

携
、救
急
医
療
体
制
の
強
化
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、

平
成
18
年
に
阿
蘇
郡
市
医
師
会
や
関
係
機
関
の
有

識
者
で
つ
く
る
「
阿
蘇
中
央
病
院
経
営
改
革
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
、
病
院
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
は
、
熊
本
県
が
策
定
す
る
「
地
域

医
療
再
生
計
画
（
阿
蘇
編
）」
の
基
金
を
財
源
の

一
部
に
充
て
、
新
病
院
建
設
の
計
画
が
具
体
的
に

進
み
、
平
成
25
年
１
月
に
は
工
事
に
着
手
。
こ
と

し
６
月
に
本
館
が
完
成
し
、
移
転
作
業
な
ど
を
経

て
、
８
月
に
開
院
と
な
り
ま
し
た
。

阿蘇医療センター特集

阿
蘇
医
療
圏
の
中
核
的
な
医
療
を
担
う
新
病
院

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
８
月
６
日
開
院

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
と
救
急
医
療
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
１

月
か
ら
始
ま
っ
た
新
築
移
転
工
事
が
終
わ
り
、
８
月
６
日
、
い
よ
い
よ
開
院

を
迎
え
ま
す
。

新
病
院
の
名
称
は
「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」。

今
月
号
は
、阿
蘇
地
域
の
中
核
的
な
医
療
を
担
う
新
病
院
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

floor guide 

施 設 の 概 要
阿蘇医療センターは、阿蘇地域では初の免震構造や阿蘇の景観との調和が特徴の一つです。
今回は、それぞれの設計コンセプトに沿って施設をご紹介します。

所在地 阿蘇市黒川１２６６番地

構造 鉄筋コンクリート造（一部 4 階建）

病棟 ・外来棟（耐震構造）・中央診療棟、病棟（免震構造）

面積
建築面積：約 6,064 平方㍍
延床面積：約 11,230 平方㍍
敷地面積：約 26,335 平方㍍

病床数 124 床（一般：120 床、感染症 4 床）

診療科
内科（神経内科含む）、循環器科、小児科
外科、整形外科、脳神経外科、リハビリテーション科
皮膚科、麻酔科

高度医療設備 ＭＲＩ装置、ＣＴ装置、血管撮影装置など

救急対応設備 救急ヘリ離発着場

総事業費 約４９億円（うち約 10 億円は県地域医療再生基金からの交付金）

問い合わせ 阿蘇医療センター　☎３４－０３１１

● 新病院施設の概要

外来・検査を１階に集約し、
外来患者の移動負担を軽減した施設

正面玄関から入ると広いロビーがあり、
受付窓口から外来へすぐにアクセスでき
ます。

災害に強い阿蘇地域医療の
拠点病院としての施設

診療棟・病棟は地下室に 140 基の免震設
備（写真）が施されており、震度７の地
震にも耐えることができます。

風光明媚な風景との調和、
阿蘇ならではの医療施設

阿蘇の風景を見渡せる病棟

人と環境にやさしく、
コスト軽減が図られた医療施設
自
然
光
が
た
っ
ぷ
り
入
る
施
設
設

計
で
、
人
工
照
明
に
た
よ
ら
な
い

明
る
い
施
設
内
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阿蘇五岳の風景と自然豊かな環境と調和した施設。
約２５０台の駐車スペースを完備し、多くの来訪者を迎え入れます。

MRI 装置（超電導磁気共鳴診断装置） X 線循環器診断システム CT 装置（コンピューター断層装置）

静かな環境でリラックス
して検査ができます

2方向撮影が同時にでき
検査時間を短縮できます

１回の息止めで全身の検
査ができます



会計・

給食部

（
外
来
診
察
ゾ
ー
ン
）

屋外リハビリ施設

阿蘇医療センター1階フロア見取り図
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阿蘇医療センター特集

▽
２
階
に
は
手
術
室
、２
階
～
４
階
は
病
棟
と
な
っ

て
お
り
、
４
階
の
40
床
の
う
ち
、
感
染
症
患
者

に
対
応
し
た
病
床
４
床
が
並
ぶ
。

外 来 棟 中 央 診 療 棟 病 棟

人 工 透 析 室 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 室 ・ 検 診 室

免 震 設 備

2 階 病 棟 （ 一 般 病 床 ） 4 4 床

3 階 病 棟 （ 一 般 病 床 ） 4 0 床

4 階病棟（一般病床） 4 0 床・（うち感染症病床４床）

講堂・ラウンジ・カフェ
外来診察室・売店・ATM

救 急 処 置 室 ・ M R I ・ C T ・ 内 視 鏡
レ ン ト ゲ ン ・ エ コ ー ・ 心 電 図

手 術 室 ・ ア ン ギ オ 室 渡 り 廊 下

建 物 構 成

1 階

B1階

2階

3階

4階

耐 震 設 備

■ 阿蘇医療センター「外来診療体制」
診療科 月 火 水 木 金

内科
午前 湯本 信也 中本 弘作 

（へき地医療支援機構派遣） 湯本 信也 佐藤 英明 
（明生病院） 湯本 信也

午後 湯本 信也 中本 弘作 
（へき地医療支援機構派遣） ㊡ ㊡ ㊡

脳神経外科 午前 甲斐 豊 甲斐 豊 曽山 直宏
( 菊池中央病院） 甲斐 豊 甲斐 豊

午後 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

循環器内科
午前 永吉 靖央 三角 郁夫 

（熊本再春荘病院） 永吉 靖央 田畑 範明 
（熊大病院） 永吉 靖央

午後 ㊡ 三角 郁夫 
（熊本再春荘病院） ㊡ 田畑 範明 

（熊大病院） ㊡

小児科
午前 橋山 元浩 ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師（4人）

（熊大病院） 橋山 元浩 橋山 元浩 橋山 元浩

午後 橋山 元浩 ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師（4人）
（熊大病院） 橋山 元浩 橋山 元浩 橋山 元浩

■ 波野診療所　「外来診療体制」
診療科 月 火 水 木 金

内科
午前 ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師

（高野病院）
ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師

（高野病院）※第１週のみ ㊡ ㊡ ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師
（高野病院）

午後 ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師
（高野病院）

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師
（高野病院）※第１週のみ ㊡ ㊡ ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師

（高野病院）

総合内科
（外科）

午前 ㊡
滝野 史郎 

阿蘇やまなみ病院 ※第 2.4.5
松山公三郎

熊本リハビリテーション病院 ※第 3

㊡ ㊡ ㊡

午後 ㊡
滝野 史郎 

阿蘇やまなみ病院 ※第 2.4.5
熊本リハビリテーション病院 ※第 3

㊡ ㊡ ㊡

整形外科 午前 ㊡ ㊡ ㊡ ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師
（熊本整形外科病院） ㊡

午後 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

歯科 午前 髙宗 康隆 髙宗 康隆 髙宗 康隆 
（阿蘇医療センターで診療） 髙宗 康隆 髙宗 康隆

午後 髙宗 康隆 髙宗 康隆 ㊡ 髙宗 康隆 髙宗 康隆

常勤医師：4 名　非常勤医師：26 名

常勤医師：1 名　非常勤医師：15 名

●阿蘇医療センター その他診療科の診療体制

診療科 診察
神経内科 毎週木曜終日（三浦正智：熊大病院）
皮膚科 毎週月曜午前（工藤敦：熊大病院）

整形外科 毎週金曜終日（湯上正樹：熊大病院）
リハビリテーション科 毎週水曜終日（大串 幹：熊大病院）

消化器外科 毎週火曜午後（近本 亮：熊大病院）
毎週金曜午後（ﾛｰﾃｰｼｮﾝ医師：熊大病院）

リウマチ膠原病内科 第 2 水曜終日（中村 正：くまもと森都病院）
乳腺内分泌外科 第 3 水曜午後（岩瀬弘敬：熊大病院）

検査 毎週火・木曜午前（湯本信也）
※ 標榜する診療科のうち、外科・麻酔科は医師不在のため、

開院時点では設けておりません。ご了承ください。

外
来
出
入
口
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地
域
の
皆
さ
ん
に

信
頼
し
て
も
ら
え
る
病
院
に

　
阿
蘇
中
央
病
院
は
、
平
成
元

年
に
は
年
間
３
０
０
例
ほ
ど
の

手
術
実
績
が
あ
り
、
地
域
の
人

た
ち
に
も
「
こ
こ
に
連
れ
て
来

れ
ば
ど
う
に
か
治
し
て
も
ら
え

る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
と
て

も
信
頼
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
熊
本
市
内

を
は
じ
め
、
他
の
病
院
の
医
療

機
器
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
受

診
者
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
で
は

年
間
約
30
億
円
超
、
社
会
保
険

を
含
め
る
と
相
当
額
が
診
療
費

と
し
て
熊
本
市
内
の
医
療
機
関

に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

阿蘇医療センター
甲斐　豊 事業管理者

内
の
一
部
で
も
阿
蘇
市
内
の
医

療
機
関
で
受
診
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
市
内
で
の
間
接
的
な
需
要

も
増
大
し
、
経
済
的
に
も
好
循

環
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
私
は
、
こ
と
し
１
月
に
就
任

し
ま
し
た
が
、
阿
蘇
地
域
の
中

核
病
院
と
い
う
立
場
で
あ
り
な

が
ら
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
払
し
ょ
く
し

よ
う
と
「
信
頼
と
責
任
」
を
新

病
院
の
経
営
理
念
に
掲
げ
、
病

院
の
名
称
も「
阿
蘇
中
央
病
院
」

か
ら
「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」

に
刷
新
し
、
こ
の
７
カ
月
間
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
開
院
を

目
前
に
控
え
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
前
向
き
で
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
「
信
頼
」
さ
れ

る
病
院
、
阿
蘇
地
区
の
中
核
病

院
と
し
て
「
責
任
」
の
あ
る
医

療
の
提
供
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

施
さ
れ
た
災
害
拠
点
病
院

　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
計

は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
設

計
し
た
会
社
が
行
っ
て
お
り
、

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
病
院
の
地
下
に
は
免

震
技
術
が
施
さ
れ
、
地
震
に
強

い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
災

害
時
の
多
数
の
傷
病
者
の
受
け

入
れ
施
設
と
し
て
の
活
用
も
想

中
核
病
院
と
し
て

責
任
の
あ
る
医
療
を
。

interview・インタビュー

「
信
頼
と
責
任
」
を
新
病
院
の
理
念
に
掲
げ
、
こ
と
し
１
月
に
新
し
く
院
長
に

就
任
し
た
甲
斐
豊
事
業
管
理
者
に
、
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
れ
か
ら
の
医

療
と
、
新
病
院
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

定
し
、
簡
易
ベ
ッ
ド
を
置
け
る

よ
う
玄
関
ロ
ビ
ー
を
広
く
し
た

り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併
設
す
る

な
ど
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

設
備
機
能
も
充
実
。
ま
た
、
救

急
医
療
機
関
、
感
染
症
患
者
受

入
機
関
と
し
て
の
機
能
も
果
た

し
ま
す
。

　
院
内
に
は
分
か
り
や
す
い
案

内
板
を
設
置
し
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
施
設
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
の
方
々

に
受
付
窓
口
な
ど
で
の
案
内
役

を
担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
構

想
も
描
い
て
い
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ん
に
育
て
て
も
ら
え
る

よ
う
な
病
院
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
車
で
い
う
と
、
新
し
い
施
設

と
い
う
『
片
側
の
輪
』
を
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、

そ
れ
を
活
用
し
、
も
う
一
方
の

『
輪
』
を
充
実
さ
せ
な
い
と
車

は
前
進
し
ま
せ
ん
。
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
建
物
だ
け
で
な
く

シ
ス
テ
ム
も
一
新
し
、
新
し
い

病
院
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
一
度

新
し
い
病
院
を
見
に
来
て
い
た

だ
き
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご

意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

阿蘇医療センター特集

阿蘇駅から徒歩でお越し
の方は歩道があります

熊本方面からお越しの
方は阿蘇駅前交差点を
右折してください。

阿 蘇 駅

至 内牧 至 一の宮・大分

至 熊本

至 一の宮・大分

一の宮・内牧方面退路

通
行
規
制
あ
り

熊本方面退路

阿蘇小学校

道の駅 「阿蘇」

黒
川
保
育
園

阿蘇医療センター

57

　阿蘇医療センターは、国道 57 号沿いにあることから、渋滞を回避するため、来院に当たっ
ては下記のとおりご協力をお願いします。

【特にご協力いただきたい点】
●進路⇒熊本方面からお越しの際は阿蘇駅前交差点を右折してお越しください。
●退路⇒一の宮・内牧方面にお帰りの際は、医療センター北側から出庫願います。

JR 阿蘇駅発
（阿蘇医療センター行き）

阿蘇医療センター発
（JR 阿蘇駅行き）

  8：28 10：00
  9：00 11：05
  9：48 11：25
11：00 11：50
11：17 12：45
12：24 13：05
12：45

●阿蘇医療センター送迎車時刻表
　これまで来院される患者様がご利用されて
いました路線バスは、取付道路が完成するま
では、新病院への乗り入れができません。
　そこで、道路完成までの間、新病院と JR
阿蘇駅間を阿蘇医療センターの車両で定期的
に送迎しますのでご利用ください。
問阿蘇医療センター　☎ 34-0311
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市
は
、
大
規
模
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

の
生
産
・
販
売
を
展
開
す
る
株
式

会
社
果
実
堂
（
井
出
剛
代
表
取
締

役
社
長
）
と
の
間
に
、「
農
業
振

興
及
び
地
域
の
発
展
に
関
す
る
相

互
協
力
協
定
」
を
結
び
７
月
３

日
、
市
役
所
で
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
協
定
は
、
波
野
地
域
の
冷
涼
な

気
候
に
適
し
た
施
設
園
芸
農
作
物

の
推
進
と
し
て
、
㈱
果
実
堂
と
の

連
携
に
よ
り
生
産
施
設
の
導
入
や

農
業
担
い
手
の
確
保
、
育
成
な
ど

農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

WebTV アソ
動 画

阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュースＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN
まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

City Topics ま ち の 話 題

（上）調印式で握手を交わす井出社長（左）と佐藤市長。
（下）ベビーリーフを栽培するハウス

　
坂
梨
小
学
校
は
６
月
12
日
、
一
昨
年
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た

福
岡
地
区
の
砂
防
堰
堤
工
事
現
場
を
訪

れ
、
防
災
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
３
年
か
ら
６
年
生
の
児
童
44
人

は
、
県
職
員
か
ら
豪
雨
災
害
で
の
被
害
状

況
や
砂
防
ダ
ム
の
仕
組
み
、
効
果
な
ど
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
い
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
完
成
し
た
幅
１
６
８
㍍
、
高
さ

11
・
５
㍍
の
ダ
ム
に
登
っ
た
児
童
は
、
大

き
く
崩
れ
た
山
肌
な
ど
被
害
の
現
場
を
目

の
当
た
り
に
し
驚
い
た
よ
う
す
で
し
た
。

　
児
童
は「
災
害
の
時
は
怖
か
っ
た
け
ど
、

こ
の
ダ
ム
を
見
て
坂
梨
地
区
は
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
井
出
社
長
は
「
高
冷

地
に
あ
る
波
野
は
夏
で
も
冷
涼
で

水
も
豊
富
。
間
違
い
な
く
熊
本
の

農
業
の
集
積
地
に
な
る
と
確
信
し

て
い
る
。
時
間
を
か
け
て
着
実
に

大
き
く
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と

同
時
に
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
く

と
が
大
事
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し

た
。

　
今
後
、
波
野
地
区
の
茶
臼
塚
団

地
０・
８
㌶
の
農
地
に
ベ
ビ
ー
リ

ー
フ
施
設
を
導
入
し
、
年
間
50
㌧

を
目
標
に
生
産
し
て
い
く
予
定
で

す
。

波野でベビーリーフの生産
市と㈱果実堂が農業振興相互協力協定締結

　
市
は
、
熊
本
県
及
び
本
田
技
研
工
業
㈱
と
と

も
に
７
月
１
日
、
超
小
型
電
動
自
動
車
を
活
用

し
た
社
会
実
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
構
内
で
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
行

う
Ｊ
Ｒ
九
州
レ
ン
タ
カ
ー
＆
パ
ー
キ
ン
グ
㈱
が

運
営
し
、
観
光
客
に
有
償
で
貸
し
出
し
、
公
共

交
通
機
関
の
新
た
な
手
段
に
な
り
え
る
か
な
ど

を
検
証
す
る
も
の
で
す
。
実
験
期
間
は
11
月
末

日
ま
で
。
電
動
自
動
車
は
２
人
乗
り
で
航
続
距

離
は
80
㌔
走
行
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
前
で
行
わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
式

で
、
Ｊ
Ｒ
九
州
レ
ン
タ
カ
ー
＆
パ
ー
キ
ン
グ
㈱

の
福
嶋
和
彦
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
夏
に
入
り
、

さ
わ
や
か
な
阿
蘇
を
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗
っ
て
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
駆
け
付

け
た
く
ま
モ
ン
も
、
超
小
型
電
動
自
動
車
に
実

際
に
乗
り
込
み
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

電動自動車を観光の新たな交通手段に
阿蘇駅前にレンタカー配備し実証実験

超小型電動自動車に乗るくまモン。

WebTV アソ
動 画

地域の安全は私たちに任せて！
阿蘇西小ジュニアパトロール隊発足

　
阿
蘇
西
小
学
校
は
地
域

の
安
心
安
全
を
守
る
ジ
ュ

ニ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結

成
し
６
月
25
日
、
岡
﨑
英

夫
阿
蘇
警
察
署
長
か
ら
委

嘱
状
と
認
定
証
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。

　
６
年
生
14
人
の
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
は
、
登
下
校
時
に

危
険
箇
所
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
、
地
域
や
学
校
に
報

告
。
大
人
で
は
気
づ
か
な

い
子
ど
も
目
線
で
安
全
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
の

が
ね
ら
い
で
、
小
学
生
を

対
象
に
し
た
試
み
は
県
内

で
初
め
て
と
の
こ
と
で

す
。

　
交
付
を
受
け
た
児
童
は

「
家
庭
や
地
域
の
方
々
が

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。

阿蘇西小６年生の皆さん

土砂災害防ぐ大きなダム見学
坂梨小児童が防災学習

ダ
ム
に
登
り
、
県
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
る
児
童
た
ち
。

　阿蘇市を拠点にボラン
ティア活動を行う「災害Ｎ
ＧＯ結

ゆい
」代表の前原土

と む
武さ

んが、一昨年の九州北部豪
雨災害の記録誌を作成し７
月７日、阿蘇市に寄贈しま
した。
　前原さんは、東日本大震
災を始め、災害時の復興支

援の経験を生かし、災害発生直後から阿蘇
市を拠点にボランティア活動を展開。記録
誌には被災者の生の声を届けようと 29 人
のメッセージのほか防災に関する解説など
を分かりやすく掲載しています。
　「復興にこれまで関わった全ての人たち
の協力で作り上げました。多くの方々に見
てもらいたい」と前原さん。記録誌は市内
店舗で販売するほか、各図書館に設置し、
誰でも閲覧することができます。
●問い合わせ　災害ＮＧＯ結

　（前原）☎ 080-3822-7082

災害記録誌を市に寄贈
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City Topics ま ち の 話 題

　

宮
地
の
坂
田
政
男
さ
ん
（
99
歳
）
と
千
鶴
子
さ
ん

（
97
歳
）
の
結
婚
75
周
年
と
、
政
男
さ
ん
の
白
寿
を
祝

う
会
が
７
月
９
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
親
族

な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
祝
福
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

海
外
か
ら
駆
け
付
け
た
親
族
も
あ
り
久
々
の
大
集
合
に

お
二
人
も
感
激
の
よ
う
す
で
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
夫
妻
は
昭
和
14
年
に
結
婚
。
門
前
町
通
り

に
旅
館
「
東
加
久
」
を
営
ま
れ
、
昭
和
の
阿
蘇
へ
の
観

光
旅
行
ブ
ー
ム
を
支
え
る
と
と
も
に
地
元
の
方
々
に
も

親
し
ま
れ
る
旅
館
と
し
て
頑
張
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
健
康
に
恵
ま
れ
来
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る

政
男
さ
ん
。
次
世
代
へ
望
む
こ
と
の
質
問
に
「
こ
の
自

然
景
観
を
活
か
し
て
ほ
し
い
」と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
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全国大会
出場おめでとう！

阿蘇中央高校
●インターハイ・剣道競技（ 神奈川県・8/1 ～）
齊藤真帆さん（3 年）、渡邊サチさん（〃）、
末吉杏梨さん（〃）、德永りょうさん（2 年）、
安方菜々美さん（〃）、
桑野こゆきさん（1 年）、相馬紀香さん（〃）

●�第 59 回全国高等学校日本拳法選手権大会（ 団体戦・
個人戦）（ 東京都・8/19 ～）

谷口毅さん（3 年）、藤井治さん（〃）、
市原聖矢さん（〃）、宮本衛さん（〃）、
後藤大樹さん（2 年）

●インターハイ・馬術競技（ 静岡県・7/23 ～）
池田駿一郎さん（3 年）、榊　遼平さん（〃）

● インターハイ・ソフトボール女子（ 神奈川県・8/1 ～）
▶ 熊本商業高校
齊藤恵美里さん（3 年、一の宮中出身）
笹原彩加さん（3 年、一の宮中出身）
山部志帆さん（3 年、阿蘇中出身）
西村美紅さん（2 年、一の宮中出身）
小園　唯さん（1 年、一の宮中出身）
山部実夢さん（〃）
中野由樹さん（〃）

● インターハイ・ウェイトリフティング（ 山梨県・8/1 ～）
▶ 県立第一高校
園田琢真さん（3 年、阿蘇北中出身）

● 第 7 回全日本ジュニアテコンドー選手権大会
　（ 長野県・7/27 ～）
本田琴子さん（3 年）

●�インターハイ・柔道競技
▶ 宮崎県小林西高校
黒川駿さん（2 年、阿蘇中出身）

ご夫婦元気に「結婚７５周年」祝う
坂田政男さん・千鶴子さん夫妻

親族とともに記念撮影をする坂田さん夫妻（下段中央）

WebTV アソ
動 画

気持ち込め復興支援コンサート

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
な
ど
の
災
害
復
興
支
援
コ
ン
サ

ー
ト
が
７
月
12
日
、
介
護
老
人
保
健
施
設
『
愛
・
ラ

イ
フ
内
牧
」
で
開
か
れ
、
約
２
０
０
人
が
音
楽
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
県
内
外
で
活
動
中
の「
ス
マ
イ
リ
ー
健
＆
ア
ロ
ハ・

ス
タ
ー
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
を
は
じ
め
、
フ
ラ
グ
ル
ー

プ「
カ
ナ
ニ
メ
ケ
ア
ロ
ハ
富
永
ハ
ラ
ウ
」阿
蘇
教
室
、

オ
カ
リ
ナ
＆
フ
ル
ー
ト
奏
者
「
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
」、

大
道
芸「
明
日
香
会
」の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
開
演
前
に
２
年
前
の
甚
大
な
被
害
を
悼
み
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
、「
教
訓
を
忘
れ
ず
皆
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
始
。
生
演

奏
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
を
は
じ
め
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

歌
、
大
道
芸
が
披
露
さ
れ
る
と
、
本
格
的
な
演
出
に

皆
さ
ん
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

外国人留学生が観光案内

　
道
の
駅
「
阿
蘇
」
内
に
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
総
合
案
内
所
で
は
、

６
月
か
ら
留
学
生
３
人
を
雇
い
、
観
光

窓
口
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館
と
連
携
し
、

Ａ
Ｓ
Ｏ
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
む
も
の
で
、
窓
口
で
の
多
言
語

案
内
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で

観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
海
外
へ
の
情
報

発
信
を
行
い
、
阿
蘇
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
へ
発
信
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
出
身
の
ラ
シ

ド
さ
ん
は
「
世
界
的
に
も
珍
し
い
阿
蘇

で
仕
事
で
き
て
う
れ
し
い
。
外
国
人
観

光
客
に
分
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
作
り
に

力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

左からユイさん、ラシドさん、マッソさん

社会を明るくする運動

　

こ
と
し
で
64
回
目
を
迎
え
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
阿
蘇
中
部

地
区
推
進
委
員
会
（
山
部
謙
一
郎

会
長
）
が
７
月
４
日
、
阿
蘇
市
・

産
山
村
管
内
一
円
で
街
頭
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
広
報
車
で
巡
回
す
る

と
と
も
に
学
校
や
店
舗
を
廻
り
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
会
は
阿
蘇
地
区
保
護

司
会
中
部
分
会
、
更
生
保
護
女
性

の
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

市役所前で行われた出発式のようす

水難事故に遭ったときのために
消防署員がボランティアで小学生に指導

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
の
職
員
は
７
月
、
水
難
事
故
が
多

い
夏
休
み
前
に
注
意
を
促
そ
う
と
市

内
小
学
校
を
廻
り
実
践
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
水
の
怖
さ
や
水
難
事
故
に

遭
っ
た
と
き
の
対
処
法
を
伝
え
よ
う

と
数
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
７
月
14
日
に
は
尾
ヶ
石
東
部
小
学

校
で
指
導
に
あ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
浮
輪
替
わ
り
に
使
う
方
法
や
、

実
際
に
洋
服
を
着
用
し
た
ま
ま
泳
ぐ

「
着
衣
泳
」
な
ど
の
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　
消
防
署
で
は
「
海
や
川
で
遊
ぶ
と

き
は
保
護
者
と
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
に

し
、
浮
輪
や
ロ
ー
プ
を
事
前
に
準
備

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

ペットボトルで浮かぶ方法を
学ぶ児童たち

● 第６７回全国高等学校陸上競技対抗選手権大会
　（ 山梨県・7/30 ～）
▶ 九州学院高校
西口千尋さん（2 年、一の宮中出身）

（女子 800㍍、1600㍍リレー）

江藤拓都さん（2 年、阿蘇中出身）
（200㍍、400㍍、400㍍リレー、1600㍍リレー）

● 第５９回全国高等学校日本拳法選手権大会（ 個人戦）
（ 東京都・8/19 ～）
▶ 翔陽高校
井手雄大さん（3 年、一の宮中出身）
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まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

City Topics ま ち の 話 題

　
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
贈
る

阿
蘇
郡
市
体
育
協
会
長
表
彰
の
授

与
式
が
７
月
６
日
、
長
陽
中
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
体
育
協
会
の
役

員
や
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
に
尽
力

し
た
岩
下
二
夫
さ
ん
（
下
井
手
）、

工
藤
文
章
さ
ん
（
内
牧
５
区
）、

工
藤
浩
章
さ
ん
（
〃
）
に
、
ま

た
、
昨
年
度
の
県
民
体
育
祭
で
優

勝
し
、
阿
蘇
郡
市
ス
ポ
ー
ツ
人
の

模
範
と
し
て
活
躍
し
た
阿
蘇
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
城
井
榮

作
さ
ん
）
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

全国大会
出場おめでとう！

● 第１回全国高等学校 7 人制ラグビーフットボール大会
（ 長野県・7/19 ～）
▶ 九州学院高校
石田 大河さん（2 年、阿蘇中出身）

● �2014 年全日本ビーチバレージャパン
女子ジュニア選手権（ 愛媛県・8/7 ～）

▶ 城北高校
佐藤 涼香さん（2 年、阿蘇中出身）

●�第 7 回全日本ジュニアテコンドー選手権大会
　（ 長野県・7/27 ～）
▶ 韓国昌原龍湖高校
西村 真利愛さん（2 年、一の宮中出身）

▶ 一の宮中学校
米田 優さん（2 年）、住大翔さん（1 年）

▶ 宮地小学校
田北 歩夢さん（6 年）、住日向さん（5 年）、
井島 健汰さん（4 年）、田北夢人さん（1 年）

▶ 坂梨小学校
飛田 愛斗さん（6 年）

● 第４２回日本リトルシニア野球選手権大会
　（ 東京都・8/2 ～）
▶ 熊本大津リトルシニア
倉岡 真士さん（一の宮中 2 年）

● 第３０回わんぱく相撲全国大会　（ 東京都・8/3 ～）
甲斐 丈一郎さん（宮地小 6 年）
奈須 隆誠さん（内牧 4 年）

● 全日本女子ソフトボール選手権大会（ 岩手県・8/29 ～）
▶ 熊本学園大学
末藤 のぞみさん（4 年、阿蘇中出身）

地域住民のスポーツ振興発展に貢献
個人 3 名と団体 1 団体に阿蘇郡市体育協会長表彰

左
か
ら
岩
下
さ
ん
、
城
井
さ
ん
、
工
藤

文
章
さ
ん
、
工
藤
浩
章
さ
ん

防災チラシ配布で啓発活動
阿蘇市女性消防班

　
梅
雨
時
期
に
合
わ
せ
、
防

災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
６
月
28
日
、
阿

蘇
市
女
性
消
防
班
（
今
村
加

奈
子
班
長
）
が
地
元
ス
ー
パ

ー
で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
教

訓
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
だ

も
の
で
、
ス
ー
パ
ー
の
来
客

者
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か

け
、
土
砂
災
害
や
住
宅
用
火

災
報
知
器
の
チ
ラ
シ
、
啓
発

グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
し
、
日

頃
の
防
災
意
識
向
上
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

防災行政無線でお知らせ放送
市内小学生に呼びかけ

　
夏
休
み
期
間
中
に
子
ど
も
た
ち

に
夕
方
の
帰
宅
を
促
そ
う
と
、
市

内
の
小
学
校
６
年
生
の
児
童
が
防

災
行
政
無
線
を
利
用
し
、
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
左
記
の
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
録
音
し
ま
し
た
。
８
月
末

ま
で
放
送
し
ま
す
。

●
児
童
一
覧　
富
田
大
翔
さ
ん
（
宮

地
小
）、
江
島
睦
斗
さ
ん
、
園
田

な
つ
こ
さ
ん
（
坂
梨
小
）、
中
園

薫
さ
ん
、
井
悠
夏
さ
ん
（
古
城
小
）、

阿
南
み
ど
り
さ
ん
（
波
野
小
）、

家
入
麻
乃
さ
ん
、宮
本
新
子
さ
ん（
阿

蘇
小
）、
工
藤
し
ほ
り
さ
ん
（
阿

蘇
西
小
）、
勝
木
心
彗
さ
ん
、
佐

藤
大
輝
さ
ん
（
尾
ヶ
石
東
部
小
）、

上
野
七
さ
ん
（
内
牧
小
）、
石
田

歩
夢
さ
ん
、
森
本
麻
奈
加
さ
ん
（
山

田
小
） 「いじめ０」を小中学生が訴え

『 心のきずなを深めるシンポジウム』 で発表
　
県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
心
の

き
ず
な
を
深
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
６
月
14
日
、
火
の
君
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
小
中

学
校
全
校
で
取
り
組
ん
だ
「
ピ
ー

ス
フ
ル
あ
そ
宣
言
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
阿
蘇
市
の
小

中
学
生
を
代
表
し
て
７
人
が
「
い

じ
め
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
い
う
強

い
意
志
を
発
信
し
ま
し
た
。

ステージに上がり発表する児童生徒たち

●発表者一覧
�中川英恵さん（阿蘇中３年）、柚上昇太さん

（古城小６年）山城藍来さん（〃）加藤菜々
さん（波野中３年）、白石日香里さん（一の
宮中３年）、吉岡美香さん（一の宮中２年）、
田中美咲さん（尾ヶ石東部小６年）

歯の健康いつまでも
石田武さん が 県 知事賞受賞

　
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普

及
し
よ
う
と
、
県
な
ど
が
主
催
す
る
高
齢
者
の

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
が
６
月
行
わ
れ
、
満
80
歳

以
上
で
自
身
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
健
康
な
高

齢
者
が
表
彰
さ
れ
、
阿
蘇
市
か
ら
選
出
さ
れ
た

石
田
武
さ
ん
（
上
西
河
原
）
が
、
最
上
位
の
熊

本
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
石
田
さ
ん
は
33
本
の
歯
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で

歯
の
痛
み
と
は
無

縁
と
の
こ
と
で
、

「
身
体
を
動
か
し

大
き
な
声
を
出
す

こ
と
が
健
康
の
秘

訣
。
歯
の
健
康
が

体
の
健
康
に
つ
な

が
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
阿
蘇
市
内
で
実
施
し
た
８
０
２
０
健

診
で
は
左
記
15
人
の
方
々
が
達
成
し
て
い
ま
す
。

●
達
成
者
一
覧　
上
村
冨
美
子
さ
ん
（
古
神
２

区
）、
山
本
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
赤
水
）、
宮
本
ト

キ
ヨ
さ
ん
（
元
黒
川
）、
田
上
照
子
さ
ん
（
内

牧
５
区
）、
久
保
サ
ヨ
子
さ
ん
（
今
町
）、
森

タ
ド
ル
さ
ん（
下
役
犬
原
）
益
田
久
已
さ
ん（
跡

ヶ
瀬
）、
中
村
ス
ミ
エ
さ
ん
（
西
湯
浦
）、
鶴

本
康
雄
さ
ん
（
的
石
）、
藤
井
信
保
さ
ん
（
小

地
野
）、
上
島
義
興
さ
ん
（
跡
ヶ
瀬
）、
上
島

ト
キ
エ
さ
ん（
永
草
）、中
嶋
正
光
さ
ん（
成
川
）、

中
村
ア
イ
子
さ
ん
（
東
黒
川
）、
北
里
レ
イ
子

さ
ん
（
下
の
原
）

石田 武さん

●�第２５回全国都道府県中学生相撲選手権大会
　（ 東京都・8/10 ～）
中西 勇成さん（阿蘇中学校 3 年）

● 第 49 回全国高等専門学校体育大会（ 柔道競技）
　（ 愛媛県・8/30 ～）
▶ 熊本高等専門学校熊本キャンパス
嶋田 稔也さん（3 年、阿蘇北中出身）
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の

現
況
届
は
８
月
29
日
金
ま
で
で
す
！

●
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

　
の
届
は
、
児
童
扶
養
手
当
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
を
８

月
以
降
も
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
の
か
の
確
認
と
、
所
得
制
限
に

よ
る
そ
の
年
の
８
月
分
か
ら
翌
７
月
ま
で

の
手
当
の
支
給
額
区
分
を
決
定
す
る
も
の

で
す
。
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
８
月
以

降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
か
ら
５
年
を
経

過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人

は
、
平
成
20
年
４
月
分
の
手
当
か
ら
一
部

こ

支
給
停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

８
月
以
降
も
、
同
年
７
月
以
前
と
同
様
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除

外
事
由
届
出
書
」（
緑
色
）
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
現
況
届
と
併
せ
て
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

 

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

児
童
を
父
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
人

●
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

　

 

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
人
、
ま
た
は
20
歳
未
満
の

者
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
（
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
程
度
の
障

害
）

●
提
出
先

　

 

市
役
所
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
ま
た
は

各
支
所
市
民
係

現 況 届 に 必 要 な 書 類

❶ 児童扶養手当証書・受給資格者証
（全額支給停止の人は証書はあり
ません）

❷健康保険証の写し（対象者全員分）
❸ 養育費に関する申立書（平成２５

年中に受け取った養育費）＜児童
扶養手当受給者＞

❹ 平成２６年１月１日現在で阿蘇市
に住所がなかった場合は、前住所
地の市区町村長が発行する平成
２６年度課税台帳記載事項証明書

❺ 年金証書の写し＜受給該当事由に
当てはまる方＞

※ 児童と別居している場合は他に提
出していただく書類がありますの
で、問い合わせをしてください。

児童扶養手当ってなに？

　お父さんまたはお母さんと生計が同
じではない子ど
もが、家庭生活
の安定と自立促
進のために支給
される制度です。
（平成 22 年 8 月
から父子家庭の
人も受給対象と
なっています）

広
告

　
で
は
「
公
の
施
設
」

に
つ
い
て
、
民
間
の

能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く

活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
経
費
の
節
減
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
以
下
を
ご
参
照

の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
資
格

　

 

応
募
要
件
を
満
た
す
法
人

ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

（
個
人
で
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
）

　

 

応
募
資
格
詳
細
は
、
各
施

設
の
所
管
課
が
配
布
す
る

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●�

募
集
要
項
配
布
・
申
込
受
付

　

 

９
月
30
日
火
ま
で
（
土
・

日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

来
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

●
財
政
課 

企
画
係　
☎
２
２
‐
３
２
０
４

市

●
選
定

　

 

応
募
者
の
中
か
ら
総
合
的

に
審
査
し
て
、
施
設
を
最

も
有
効
活
用
で
き
る
団
体

な
ど
を
指
定
管
理
者
（
候

補
者
）
と
し
て
選
定
し
、

市
議
会
の
議
決
を
経
て
正

式
に
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

 

募
集
要
項
に
定
め
る
書
類

を
申
込
受
付
期
間
中
に
施

設
の
所
管
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
指
定
期
間

▽ 

３
年
の
場
合
：
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で

▽ 

５
年
の
場
合
：
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

３
月
31
日
ま
で

●
そ
の
他

　

 

問
い
合
わ
せ
は
施
設
の
所

管
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

直
通
の
電
話
を
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　各行政区長を通じ募金をいただきました。お寄せいただいた募金は、熊本県緑化推進委員会
へ送金し、次のような取り組みに活用されます。

 緑 の募金運動にご協力ありがとうございました。 阿蘇市合計 747,000円

○植樹祭、育樹祭の開催による環境緑化の推進　○次代を担う「緑の少年団」の育成、学校緑化
○県民、企業、団体等の協働による「県民参加の森林づくり」の推進
○緑化キャンペーンによる緑化の啓発活動（苗木の配布事業）など

公の施設の名称等 指定期間 所管課
1 古代の里キャンプ村 5年

観光まちづくり課
（☎ 22-3174）

2 神楽苑 3年

3 なみの高原やすらぎ交流館・森の体験交流施設 3年

4 ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所・阿蘇駅前噴水広場 3年

5 阿蘇内牧ファミリーパーク「あそ☆ビバ」・阿蘇中央公園 5年

6 農畜産物処理加工施設 3年

7 農村環境改善センター 5年 農政課 ( ☎ 22-3274)
8 阿蘇体育館・阿蘇体育館武道場・阿蘇多目的広場 5年

教育課
（☎ 22-3229）

9 阿蘇農村公園あぴか 5年

10 温水プール・温泉施設（アゼリア２１）・交流促進センター 5年

11 就業改善センター・一の宮体育館
一の宮運動公園・一の宮社会教育センターグラウンド 5年

お問い合わせ　市役所農政課（☎２２ ‐ ３２７４）
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
で
き
た
太
鼓

阿
蘇
西
小
学
校
６
年　

松
永　
敏
人

　
今
年
は
、
ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て

小
学
校
最
後
の
運
動
会
で
し
た
。

ぼ
く
は
、
赤
団
の
太
鼓
に
自
分
で

希
望
し
て
な
り
ま
し
た
。
希
望
し

て
太
鼓
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
練
習

し
て
み
る
と
う
ま
く
た
た
け
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
正
直
自
信
が
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
友
だ
ち
と
さ

さ
い
な
こ
と
で
言
い
合
い
に
な
っ

た
時
に
、

「
太
鼓
も
う
ま
く
た
た
け
ん
く
せ

に
・
・
・
。
」

と
言
わ
れ
、
腹
が
立
つ
と
同
時
に

心
が
折
れ
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
か

ら
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の

時
、
頭
が
真
っ
白
で
何
も
考
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
友
だ

ち
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
シ
ョ
ッ

ク
で
、
そ
し
て
、
自
分
の
悩
み
を

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
、

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

先
生
に
相
談
を
し
ま
し
た
。
先
生

は
、

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

「
大
丈
夫
。
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
今
か
ら
練
習
を
す
れ
ば
、

敏
人
く
ん
な
ら
き
っ
と
で
き
る

よ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
泣
い

て
い
る
ぼ
く
に
、
団
長
は
、

「
は
や
ち
ゃ
ん
。
大
丈
夫
だ
け

ん
。
で
き
る
よ
。
一
緒
に
練
習
し

よ
う
。
」

と
言
っ
て
練
習
を
一
緒
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
休
み
時
間
や
給
食

の
待
ち
時
間
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
時
間
も
練
習
を
し
ま
し
た
。
赤

団
の
友
だ
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
本
来

な
ら
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
白
団
の
太

鼓
係
の
友
だ
ち
も
練
習
に
つ
き

あ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
演
舞
の
練

習
中
、
ぼ
く
が
う
ま
く
リ
ズ
ム
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
み

ん
な
は
、

「
ぼ
く
た
ち
が
、
最
後
の
ド
ン
に

合
わ
せ
て
演
舞
を
す
る
か
ら
大
丈

夫
だ
よ
。
」

と
言
っ
て
、
太
鼓
に
演
舞
を
合
わ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
だ
い
ぶ
上
手
に
な
っ
て
き
た

よ
。
も
う
少
し
、
ゆ
っ
く
り
で
も

い
い
よ
。
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

れ
た
り
、
励
ま
し
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
少
し
ず
つ
上

手
に
太
鼓
が
た
た
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
運
動
会
の
全

体
練
習
の
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

先
生
方
か
ら
、

「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
い
。

落
ち
着
い
て
や
れ
ば
で
き
る
。
自

信
を
持
っ
て
い
い
よ
。
」

と
言
わ
れ
、
み
ん
な
や
先
生
達
が

ぼ
く
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
本
当
に
う
れ

し
く
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
番
、
ぼ
く
は
、
と
て
も
緊
張

を
し
て
い
ま
し
た
。
苦
労
し
た

二
十
四
拍
子
が
き
た
ら
、
よ
し
、

が
ん
ば
る
ぞ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
練
習
の
成
果
が
出
て
、
う

ま
く
た
た
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
う
ま
く
た
た
け
た
時
、
み
ん

な
に
助
け
ら
れ
て
、
あ
き
ら
め
ず

努
力
し
た
か
ら
で
き
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
に
か
く

み
ん
な
に
お
礼
を
言
い
た
く
な
り

ま
し
た
。

　
教
室
で
、
運
動
会
後
の
頑
張
り

の
発
表
が
あ
り
、
ぼ
く
は
、
み
ん

な
に
、

　

敏
人
く
ん
は
、
運
動
が
と

て
も
得
意
で
、
運
動
会
を
成

功
さ
せ
た
い
と
と
て
も
張
り

切
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
、
敏
人
く
ん
の
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
壁
。
運
動
会

の
練
習
期
間
中
は
、
毎
日
、

日
記
に
太
鼓
に
つ
い
て
の
悩

み
を
綴
っ
て
い
ま
し
た
。
周

り
の
友
だ
ち
は
、
敏
人
く
ん

の
が
ん
ば
り
を
し
っ
か
り
見

て
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
認
め
、
言
葉
に
し
、

応
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
運
動
会
と
い
う
一
つ
の

行
事
を
通
し
て
、
敏
人
く

ん
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
が
お
互
い
支
え
合
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

「
ぼ
く
は
、
最
初
太
鼓
が
う
ま
く

た
た
け
ず
、
悩
ん
で
い
た
け
れ

ど
、
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
て
、
本

番
で
は
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
あ
り
が
と
う
。
」

と
伝
え
ま
し
た
。

CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

●�お買い物中は、マイバッグは折りた
たむか口を閉じておきましょう。

●�商品はお店に備え付けの買い物カゴ
などに入れましょう。

●�マイバッグは会計が済んだ後に使用
しましょう。

●�急なお買い物でも利用できるよう、車の中などにマイバッ
グを備えておきましょう。

　
い
物
の
際
に
利
用
し
て
い
る
レ
ジ
袋
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
マ

イ
バ
ッ
グ
を
利
用
し
レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
で
、
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
」

を
合
言
葉
に
、
阿
蘇
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い

く
た
め
に
も
身
近
な
エ
コ
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

レ
ジ
袋
辞
退
で
エ
コ
な
生
活
を
！

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
で
気
持
ち
良
く
お
買
い
も
の
♪

●
市
民
課 

生
活
衛
生
係　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

買
マイバッグ利用で、
気持ち良くお買い物をするためには？

エコバッグ利用のポイント！

　市ではレジ袋削減を推進する 13 事業所（15 店舗）と協定
を締結しています。何気ない消費活動を見直すきっかけに、
レジ袋削減への取り組みを推進する協定事業所を、業種を問
わず広く募集しています。積極的な参加をお待ちしています。
　なお、協定事業所にはポスターやのぼり旗などの啓発グッ
ズ支援や、阿蘇市ホームページ掲載による取り組み紹介をし
ます。

　
近
、
原
野
内
に
無
断
で
入
り
、
阿
蘇
地
域

だ
け
に
生
育
す
る
希
少
な
植
物
を
採
取
す

る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

法
律
や
条
例
で
保
護
さ
れ
て
い
る
希
少
動
植

物
の
採
取
な
ど
は
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
阿
蘇
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
残
し
て
い
く

た
め
に
も
採
取
な
ど
を
行
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
阿
蘇
警
察
署
（
☎
２
２
‐
５
１
１
０
）
に
通

報
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

希
少
動
植
物
の
採
取
は
犯
罪
で
す
！

●
住
環
境
課 

都
市
・
環
境
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
９

最▶市が指定する 12 品種の希少動植物一覧

（動物）オオルリシジミ　
（植物）ツクシフウロ・ヒゴ
シオン・サクラソウ・コバ
キボウシ・ミズチドリ・イ
ブキトラノオ・リュウキン
カ・オグラセンノウ・ヒゴタイ・ヤツシロ
ソウ・スズラン
※ 太字で記載の品種は、県条例（植物 35 種、動

物 12 種）でも保護指定されています。

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ

広
告
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阿
蘇
の

自
然
を

後
世
に
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

市
で
は
阿
蘇
の
自
然
環

境
を
維
持
・
保
全
し
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
「
Ａ
Ｓ
Ｏ

環
境
共
生
基
金
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
で

は
阿
蘇
に
想
い
を
寄
せ
て

い
た
だ
け
る
方
々
か
ら
の

ご
寄
付
を
活
用
し
、
阿
蘇

の
自
然
環
境
に
関
す
る
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
阿
蘇
」
の

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

阿
蘇
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
（
寄
付
）
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
に
お
住
ま

い
の
ご
家
族
・
ご
親
戚
や

お
知
合
い
の
方
な
ど
に
阿

蘇
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
付
）
を
呼
び
か
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
寄
付
を
ご
検
討
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
ご
一
報
い

た
だ
き
ま
す
と
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

るさと納税（寄付）制度とは？ふ
ふるさとの自治体へ寄付をいただくことで、個人住民税及び所得税の一
部を軽減できる制度です。平成２５年度までの阿蘇市への寄付は延べ
1,732 件、総額 41,579,374 円

質的な負担は２０００円実
一定の限度内で寄付をされると、実質的に負担される金額は２千円とな
ります。ただし、個人住民税については、所得割額の１割を限度とする
など、一定の制限があります。（※確定申告が必要となります。）

年寄付できます毎
寄付金控除は毎年受けられます。したがって、この制度を継続的に活用
して「ふるさと阿蘇」を応援することができます。

子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
事
業

❶
自
然
観
察
・
学
習
会

 　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
阿
蘇
の
自

然
の
貴
重
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
る
自

然
観
察
・
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

❷
阿
蘇
の
草
原
学
習

　
草
原
の
維
持
・
保
全
の
担
い
手
を
育
て

よ
う
と
阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会
と
連
携
し

草
原
維
持
に
欠
か
せ
な
い
野
焼
き
に
つ
い

て
小
学
校
生
を
対
象
に
事
前
学
習
や
野
焼

き
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

❸
阿
蘇
の
草
原
デ
ジ
タ
ル
図
鑑
の
作
成

　
草
原
環
境
学
習
支
援
用
と
し
て
草
原
で

見
ら
れ
る
花
や
昆
虫
な
ど
が
調
べ
ら
れ
る

子
ど
も
向
け
の
図
鑑
を
作
成
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
季
節
、
場
所
、
色

な
ど
で
絞
り
込
み
検
索
が
で
き
、
印
刷
し

て
フ
ィ
ー
ル
ド
に
持
っ
て
い
く
こ
と
も
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
掲

載
品
種
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

希
少
野
生
植
物
の
保
護
事
業

　

阿
蘇
だ
け
に
見
ら
れ
る
貴
重
な
植
物

が
、
減
少
や
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
種
の
絶
滅
の
回
避
と
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
を
兼
ね

て
、「
阿
蘇
の
自
然
を
愛
護
す
る
会
」
と

連
携
し
市
内
の
小
学
校
で
希
少
植
物
の
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
阿
蘇

青
少
年
交
流
の
家
野
草
園
で
も
同
様
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
な
お
一
層
阿
蘇
の
自
然
環
境

の
維
持
・
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
事
業
報
告

　
平
成
25
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
に
全
国
の
企
業
や
団

体
、
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
基
金
を
活
用

し
て
次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

《
問
い
合
わ
せ
》
ふ
る
さ
と
納
税
：
市
役
所
税
務
課
☎
２
２
‐
３
１
４
８　
Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
：
市
役
所
住
環
境
課
☎
２
２
‐
３
１
６
９

熊
本
県
警
察

職
員
募
集

警
察
官
Ｂ
・
警
察
事
務

【
警
察
官
Ｂ
】（
高
卒
程
度
）

●
第
１
次
試
験
日

　
10
月
19
日
日

●
受
付
期
間

　

 

８
月
11
日
月
～
８
月
29
日

金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受

付
は
26
日
火
ま
で
）

●�

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４

月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
（
平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
大
学
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

は
除
く
）

●
採
用
予
定
数　
41
人
程
度

【
警
察
事
務
】（
高
卒
程
度
）

●
第
１
次
試
験
日

　
９
月
28
日
日

●
受
付
期
間

　

 

警
察
官
Ｂ
受
付
期
間
と
同
じ

● 

受
験
資
格　

平
成
５
年
４

月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
（
平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
大
学
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

は
除
く
）

●
採
用
予
定
数　
３
人
程
度

県民の生命・財産を守り、

これからの熊本を背負う

人材を募集します！▽ 

そ
れ
ぞ
れ
第
１
次
試
験
の
合
格
者
は
、
２
次
試
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▽ 

そ
の
他
、
採
用
試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
阿
蘇
警
察
署 

総
務
係　
☎
２
２
‐
５
１
１
０

平成２６年度　自衛官採用試験
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験種目 試験場所

自衛官
候補生

（男子）

１８歳以上
２７歳未満

年間を通じて
行っています

１次
９月２０日土 筆記試験・適性検査 阿蘇地域振興局

２次
９月２１日日～
９月２８日日
( うち指定する１日 )

口述試験・身体検査 北熊本駐屯地

自衛官
候補生

（女子）

８月１日金～
９月９日火

１次
９月２５日木・
９月２６日金

筆記試験・適性検査
口述試験・身体検査 北熊本駐屯地

一般曹
候補生

１次
９月２０日土 筆記試験・適性検査 阿蘇地域振興局

２次
１０月９日木～
１０月１１日土
( うち指定する１日 )

口述試験・身体検査 健軍駐屯地

航空学生 高卒（見込含）
２１歳未満

１次
９月２３日火 筆記試験・適性検査 熊本県青年会館

看護学生 高卒（見込含）
２１歳未満

９月５日金～
９月３０日火

１次
１０月１８日土 筆記試験 熊本県青年会館

＜問い合わせ先＞自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所　☎０９６７－２２－４５７５
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・どこの病院の処方せんでも受付します！
・事前にFAXでスムーズにお渡し！！

・電話相談24時間対応！!
・お薬以外のことでもかまいません！

〒869-2225　熊本県阿蘇市黒川1249　　TEL：0967-34-0948　FAX：0967-34-0949 2014年8月6日移転！

字
以
内
、
締
切
り
は
９
月
５
日
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
阿
蘇
税
務
署
（
☎

２
２
‐
０
５
５
１
）
に
お
尋
ね
い

た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

加
藤
正
方
歴
史
講
演
会

　
内
牧
の
歴
史
を
語
る
上
で
最
も

重
要
な
人
物
、
内
牧
城
代
「
加
藤

右
馬
允
可
重
」。
そ
の
二
男
と
し

て
生
を
う
け
た
「
加
藤
正
方
」。

加
藤
清
正
、
忠
広
に
仕
え
八
代
城

代
と
な
り
五
家
老
の
筆
頭
に
な
り

ま
す
。

　
そ
ん
な
内
牧
城
と
加
藤
正
方
の

歴
史
に
つ
い
て
、
八
代
市
博
物
館

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員

の
鳥
津
亮
二
氏
を
講
師
に
招
き
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
８
月
30
日
土

　
　
　
　
午
後
２
時
～

●
と
こ
ろ  

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
内
牧
）

● 

入
館
料　
無
料

問
内
牧
新
町
活
性
化
福
の
会

☎
３
２
‐
２
５
２
２
（
湯
浅
）

●�

募
集
対
象　
民
間
企
業
、
商
店

会
、
住
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

●�

募
集
締
切　
10
月
10
日
金

問 

環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
大
気

生
活
環
境
室

☎
０
３
‐
５
５
２
１
‐
８
２
９
９

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
こ
と
し
も
高
校

生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作

文
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
自
分
や
家
族
の
体

験
を
通
し
て
、
税
に
つ
い
て
自
分

が
考
え
た
こ
と
な
ど
、
税
に
関
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で

す
。

　
字
数
は
、
８
０
０
～
１
２
０
０
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カ
ラ
ス
の
営
巣
、
樹
木
が

電
線
に
触
れ
て
い
る
の
を

み
か
け
た
ら
ご
連
絡
を

　
高
圧
線
に
カ
ラ
ス
の
営
巣
が
作

ら
れ
た
り
、
樹
木
が
接
触
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
、
九
州
電
力

大
津
営
業
所
（
☎
０
１
２
０
‐

９
８
６
‐
６
０
２
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
切
れ
て
い
る
電
線
を
見

か
け
た
ら
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

森
林
国
営
保
険
が
（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
へ
移
管

さ
れ
ま
す

　
平
成
27
年
４
月
１
日
、
森
林
国

営
保
険
が
（
独
）
森
林
総
合
研
究

所
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。
移
管
時
点

で
有
効
な
契
約
は
森
林
総
研
に
自

動
的
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。（
必

要
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
法
律
や
契
約
な
ど
、
不
明
な
点

は
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
法
律
の
内
容　

　
熊
本
県
森
林
整
備
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
１

●
契
約
の
内
容

　
阿
蘇
森
林
組
合

☎
３
４
‐
０
３
３
５

～
県
内
の
企
業
・
教
育
機
関
の
皆
さ
ま
へ
～

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
や
確

保
の
ご
相
談
は
「
産
業
人
材
強

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
ま
で

　
熊
本
県
で
は
、「
産
業
人
材
強

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
も
の
づ
く

り
に
係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
２
４
３
８

● 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」

（http://w
w

w
.km

t-ti.or.jp/
job/

）

水
と
緑
の
保
全
に
取
り
組

む
団
体
を
顕
彰
し
ま
す

　
公
益
財
団
法
人
肥
後
の
水
と
み

ど
り
の
愛
護
基
金
で
は
、
水
と
緑

の
保
全
活
動
に
最
低
２
年
以
上
取

り
組
む
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
募
集
し
表
彰
し
ま
す
。
募
集

は
８
月
20
日
水
ま
で
で
す
。
応
募

方
法
や
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
肥
後
の
水
と
み

ど
り
の
愛
護
基
金
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
３
８
８
２

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト

　
環
境
省
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

「
か
お
り
」
の
要
素
を
取
り
込
み
、

良
好
な
か
お
り
環
境
を
創
出
す
る

地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●�

募
集
企
画
の
要
件　
か
お
り
の

樹
木
・
宿
根
草
・
そ
の
他
の
草

花
を
原
則
と
し
て
30
本
（
株
）

以
上
用
い
、
街
区
・
近
郊
地
区

な
ど
の
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
演
出
す
る
企
画

お
知
ら
せ

募

集

広
告

イ
ベ
ン
ト

広
告

モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
タ
で

美
味
し
い
あ
か
牛
を
食
べ
よ
う

　
あ
か
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
せ
ん
か
？
会
場
は
楽

し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
阿

蘇
を
代
表
す
る
あ
か
牛
と
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
合
わ
せ
て
畜
産
農
家
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
牛
馬
の
品
評

会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
と
き　

　
８
月
30
日
土　
午
前
９
時
30
分

●
と
こ
ろ　
み
ん
な
の
森（
蔵
原
）

●�

内
容　
▽
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大

会
（
対
象
：
幼
児
・
小
学
生
）

▽
首
席
予
想
ゲ
ー
ム
▽
阿
蘇
の

ス
ス
キ
を
使
っ
た
紙
す
き
体
験
な
ど

●�

食
の
コ
ー
ナ
ー　
▽
あ
か
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー(

あ
か
牛
・
お

に
ぎ
り
・
野
菜
の
セ
ッ
ト)

▽

阿
蘇
の
特
産
物
、
乳
製
品
等
販
売

※
内
容
は
変
更
の
可
能
性
あ
り

問
市
役
所
農
政
課

☎
２
２
‐
３
２
７
４

平成26年度
阿蘇市社会福祉協議会

職 員 採 用 試 験

●試験日　９月 21 日日
●試験地　農村環境改善センター
　　　　　（予定）
●受　付　８月 15 日金まで
　　　　　午前８時 30 分～午後５時
　　　　　（※土・日曜を除く）
●試験区分など
▷職種　社会福祉士
▷採用予定数　1 人程度
▷ 受験資格　昭和 54 年 4 月 2 日以降

に生まれた人で、社会福祉士の国
家試験に合格している人または平成
26 年度実施の国家試験に合格見込
みの人

※上記試験の合格者は、11 月頃に第
2 次試験を行います。
●問い合わせ
　阿蘇市社会福祉協議会 総務班
　☎３２ ‐ １１２７

相

談

み
ん
な
の

広
場

　

阿
蘇
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
３

歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

毎
週
水
・
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

●
場
所　

阿
蘇
中
学
校
体
育
館

● 

年
会
費　

２
５
０
０
円
の
み

　
　
　
　
（
大
会
参
加
費
等
）

● 

問
い
合
わ
せ

▽
０
９
０
‐５
７
４
３
‐８
４
３
２（
清
田
）

▽
０
９
０
‐２
９
６
０
‐２
５
７
１（
橋
本
）
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離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 9 件 6 件  増
林 野 0 件 2 件 2 件  減
車 両 0 件 3 件 ー件  ー
その他 0 件 2 件 ー件  ー

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 12 件 54 件 10 件  増
死 者 0 人 0 人  3 人  減
負傷者 15 人 76 人 7 人  増

人数・世帯数 前月比
人 口 27,938 人 13 人 減
男 性 13,169 人 15 人 減
女 性 14,769 人 2 人 増
世 帯 11,258 世

帯 5 世
帯 減

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 680.7㌧ 58㌧  増
資源ごみ 68.1㌧ 6.2㌧  減
不燃ごみ 20.1㌧ 3.3㌧  増
1 人当たりの量 908㌘ 74㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（6 月 30 日時点）

（6 月期）

（6 月期）

（6 月期）

阿 蘇 市 誕 生 10 周 年 記 念

阿蘇で思い出に残る夏まつりを！

阿 蘇 の 夏 ま つ り

大阿蘇火の山まつり
2014 発の花火大会やステージショー、400㍍の露店など見ど
ころ満載！内牧温泉街繁栄会による夜市も同時開催します。
●とき　　8 月 19 日火・20 日水
●ところ　阿蘇体育館周辺（内牧）
●内容
≪ 19 日≫
　17：45　子どもたるみこしパレード
　18：15　開会式
　18：50　ステージショー
　20：00　花火大会（荒天時は翌日に順延）
≪ 20 日≫
　18：00　ステージショー
　19：30　総おどり

なみの高原納涼まつり
花火大会やステージショー、お楽しみ抽選会などさまざまな
イベントが行われます。
●とき　　8 月 15 日金
●ところ　道の駅「波野」神楽苑
●内容
　17：00　子ども太鼓（オープニング）
　17：15　開会式
　17：30　ヤマメつかみどり大会
　18：00　ステージショー
　20：10　お楽しみ抽選会
　20：40　花火大会

※いずれも時間は予定ですので、多少前後する場合があります。
※ 駐車場に限りがありますので、乗り合わせでのご来場をお勧め

します。

問い合わせ　市役所観光まちづくり課　☎ 22-3174

広
告
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別府市
別府は、日本一の湧出量と、世界に類
を見ないほどの泉質の豊かさを誇る温
泉が自慢です。さまざまな自然の営み
が重なりあって、四季折々の見事な景
観と温泉が生まれ、独特の文化や暮ら
しの風情が息づいています。たくさん
の人を包み込む温かなお湯のように、
さまざまな人を迎え、もてなす懐の深
さが魅力のまちです。

50やまなみハイウェイ開通　　　周年記念特集リレーコラム

地獄めぐり
別府ならではの観光をしたいな
ら地獄めぐりがお勧め。噴気、
熱泥、熱湯が噴き出す “ 地獄 ” は、
地球のエネルギーを五感で体験
できる温泉エンターテインメン
ト。全部で８つの地獄めぐりで
神秘のパワーを感じてください。

城島高原パーク
大自然に恵まれた森の中の遊園地。木製
コースター「ジュピター」をはじめ絶叫
アトラクションから、子どもに人気のほ
のぼの系の乗り物まで、家族全員で楽し
める遊びがいっぱい。

スギノイパレス
昼は絶景、夜は幻想的な噴水ショーが
楽しめる大人気のアミューズメント温
泉。3,200 平方㍍の広々とした大空間
には展望スパや浮き上がるフロートス
パなど新感覚の施設が揃います。

イ ベ ン ト 情 報 Event Information

志高湖夏まつり
　●とき　８月２３日（土）
　 屋台が並ぶほか、大道芸などステージイベントも

楽しめます。フィナーレは花火が夜空を飾ります。

別府浜脇薬師祭り
　●とき　８月２９日（金）～３１日（日）
　 浜脇温泉の恵みに感謝し、安置された薬師如来の

法要を行う祭りです。有志による華やかな花魁道
中等その他様々なイベントが催されます。

鉄輪温泉湯あみ祭り
　●とき　９月２１日（日）～２３日（火）
　 別府八湯鉄輪温泉の恵みに感謝するお祭りです。

鉄輪ならではの温泉情緒あふれる恒例行事に、多
くの人で賑わいます。

第１回 ～国際観光温泉文化都市～　別府市



阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 10回 内 牧 小 学 校

阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.29

　
災
害
乗
り
越
え
再
出
発　

　

本
校
は
明
治
６
年
内
牧
城
跡

（
現
在
の
阿
蘇
体
育
館
）
に
創
設
、

昭
和
42
年
に
現
在
地
に
移
転
し
て

い
ま
す
。
１
４
６
年
の
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
学
校
で
す
。
一
昨
年
の

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
は
床
上
浸

水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
再

出
発
し
、
親
子
茶
摘
み
や
４
団
対

抗
運
動
会
な
ど
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
、
地
域
や
保
護
者

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会

を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
熟
議
を
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、児
童
会
が
中
心
に
な
り
、

児
童
会
旗
、
歌
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
挨
拶
運
動
や
ベ

ル
マ
ー
ク
回
収
な
ど
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
応
援
団
活
動

　
教
育
活
動
充
実
の
た
め
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
学
校
応
援
団
に

よ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

所在地／阿蘇市内牧 1376
児童数／ 314人　　創立／明治 6 年　
学校長／中野　晃　　教頭／今村　貴文

人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目
指
す　

内
牧
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

す
。
漢
字
や
計
算
の
○
付
け
、
書

道
や
ミ
シ
ン
な
ど
の
学
習
支
援
、

花
植
え
や
生
花
な
ど
環
境
支
援
、

阿
蘇
写
友
会
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
、
大
豆
植
え
や
椎
茸
の
コ
マ

打
ち
な
ど
の
農
業
体
験
支
援
に
、

昨
年
は
約
８
０
０
人
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
６
月
13
日

に
は
、く
ま
モ
ン
も
取
材
に
訪
れ
、

児
童
と
一
緒
に
習
字
を
し
た
り
、

大
豆
を
植
え
ま
し
た
。
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● School Profile

　
地
域
体
験
活
動

　
土
曜
授
業
の
一
環
と
し
て
、
公

民
館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
が
連
携
し

て
地
域
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
地
域
に
出
か
け

て
地
域
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
な

ど
を
体
験
し
、
地
域
と
交
流
を
図

る
も
の
で
す
。
昨
年
は
田
子
山
の

登
山
、
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

成
川
の
虎
舞
、わ
ら
草
履
づ
く
り
、

昔
遊
び
、
竹
ご
飯
づ
く
り
な
ど
14

地
区
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
体
験
活
動
は
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
９
月
６
日
土
に
行
わ
れ
ま

す
。

児童会が中心となって
作成したのぼり旗

くまモンと一緒に大豆植え

復活した成川の虎舞



阿蘇地区　東コース
８月 6 日水・９月１０日水

西役犬原公民館　　　　　
　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
８月８日金・９月１２日金

赤水駅前　　　　　　　　
　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　14:20 ～ 14:40

一の宮地区
８月１２日火・９月１９日金

波野保健福祉センター　　
　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　14:20 ～ 14:50
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図 書 館 へ 行 こ う！
Aso Library News

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916

Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

阿 蘇 世 界
文 化 遺 産
リレーコラム

守
っ
て
い
き
た
い 

わ
が
ま
ち
の
景
観
と
人
々

西 原 村

　
山
の
ふ
も
と
に
あ
る「
萌
の
里
」

は
、
地
元
特
産
品
、
新
鮮
野
菜

や
田
舎
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
南

阿
蘇
の
恵
み
が
詰
ま
っ
た
交
流
施
設
で

す
。
平
成
15
年
に
俵
山
バ
イ
パ
ス
・
俵

山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
、
日
頃
か
ら
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

い
、
そ
の
景
観
は
訪
れ
る
人
に
安
ら
ぎ

と
癒
し
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
「
萌
の
里
」
の
背
景
に
は
、
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
の
西
側
斜
面
に
位
置
す
る

広
大
な
草
原
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
阿

蘇
の
草
原
と
観
光
地
が
融
合
し
た
「
景

観
整
備
」
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

草
原
と
観
光
の
融
合
　
西
原
村

俵

第 23 回

　
６
月
15
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た

「
世
界
遺
産
委
員
会
」
で
、
群
馬
県

の「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
遺
産
と
し
て
は
、文
化
遺
産・

自
然
遺
産
を
含
め
て
18
件
目
の
世
界

遺
産
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
世
界
遺
産
委
員
会

で
は
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
総
数
は
計

１
０
０
７
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
０

件
目
の
世
界
遺
産
は
ア
フ
リ
カ
の
ボ

ツ
ワ
ナ
に
あ
る
「
ボ
カ
バ
ン
ゴ
・
デ

ル
タ
」
と
い
う
自
然
遺
産
で
、
こ
れ

は
自
然
美
や
生
物
多
様
性
を
持
つ
湿

地
帯
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
世
界
遺
産
委
員
会
は
毎
年
６
月
頃

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
県
初
の

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す「
万
田
坑
」

と
「
三
角
西
港
」
を
含
む
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
来
年
、

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
る
委
員

会
で
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

�世界遺産こぼれ話 世界遺産１０００件突破！

※ 

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
西
原
村
で
は
、
毎
年
春
に
阿
蘇
全
域

で
行
わ
れ
る
炎
の
祭
典
「
阿
蘇
の
火
ま

つ
り
」
の
一
環
と
し
て
、「
山
の
神
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
時
期
に
阿
蘇
地
域
一
帯

で
行
わ
れ
る
「
野
焼
き
」
で
も
、
俵
山

の
山
開
き
と
兼
ね
て
「
夜
の
野
焼
き
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
の
夜
、
幻
想
的

な
炎
が
音
を
立
て
な
が
ら
山
を
包
み
込

む
姿
は
、
毎
年
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
ん
で
、

雄
大
な
草
原
と
観
光
施
設
の
融
合
を
体

感
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

「おはなしアップル」が
緑のリボン賞を受賞

　阿蘇図書館や市内保育園で、
長年絵本の読み聞かせボラン
ティアをを続けてきた「おはな
しアップル」（坂梨ひろみ代表）
が、緑のリボン賞（熊本日日新
聞社主催）を受賞しました。
　手作りの絵本などで朗読する
読み聞かせは、子どもたちに大
好評。阿蘇図書館でも毎月おは
なし会を開催しており、多くの
母子が楽しまれます。皆さんも
ぜひ楽しいおはなし会にお越し
ください！

（上）俵山交流館「萌の里」と俵山
（下）幻想的な炎に包まれる俵山

最終回

始めよう、家読。

　
ち
ど
く
（
家
読
）

の
や
り
か
た
は
、

と
て
も
か
ん
た
ん
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
や
り
方

が
一
般
的
で
す
が
、
各

家
庭
で
工
夫
し
た
や
り

方
を
見
つ
け
る
の
も
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。
う

ち
ど
く
（
家
読
）
は
、

学
習
で
は
な
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

う
画・信國由佳理
絵本『ぼく、仮面ライダーになる ウィザー
ド編』のぶみ作 講談社

阿蘇市は家読（うちどく）を推進しています！

う ち ど く

家読スタート

家読の日を家族で決める
（週一回くらいの頻度で）

読む本を決める
（みんなで一冊でも、それぞれちが
う本でもどちらでもかまいません）

家族の読書体験を語り合う
（大人が子どものころの読書体
験を話してあげましょう）

家読の記録をつける
（うちどくノートにシールなど

を貼りましょう）

図書館へ行こうデーを決める
（家族で本を選びにいきましょう）

家族の輪を広げる
（いろんなことに家族でチャレン

ジしましょう）

あそぶっくまファミ
リーみたいにうちどく
（家読）を家族で楽し
んでみてください。広

告

　平成 24年 10 月から熊本県と阿蘇郡市７市町村によるリレー形式で、さまざまな取
り組みなどを紹介してきたリレーコラムは、今月をもって終了させていただくことにな
りました。皆さまには、また違った形で世界遺産登録に向けた取り組みなどをご紹介で
きるように、内容のリニューアルを検討しています。ご愛読ありがとうございました。



お慶び
ご寄付

相　談

●８月１２日㊋　１歳６カ月児健診
●８月１９日㊋　３歳児健診
●９月　２日㊋　７～８カ月児健診
●９月　９日㊋　４カ月児健診
●９月　９日㊋　もうすぐ 1 歳健診

●８月１０日㊐　問端内科　　　　☎ 32-0102
●８月１７日㊐　小野主生医院　　☎ 32-0039
●８月２４日㊐　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●８月３１日㊐　市原胃腸科外科　☎ 34-1211
●９月　７日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911

在宅医

健　診

心配ごと相談
●８月２１日㊍・９月４日㊍　　　
　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●８月18日㊊・9月1日㊊　10:00～15:00 農村環境改善センター
● 8 月 11 日㊊・25 日㊊ 　10:00 ～ 15:00 一の宮保健センター
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●８月１２日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●８月２０日㊌・９月３日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●８月２１日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局 ☎ 096-293-2272
　※事前の予約が必要です。

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●８月２０日㊌　簡単野菜クッキング
●８月２７日㊌　散策
●９月　３日㊌　かけっこしよう
●９月１３日㊏　保育園の運動会に参加しよう
●９月１７日㊌　絵本館（木いちご）で絵本に親しむ

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●８月１２日㊋　プール遊び
●８月１４日㊍　プール遊び
●８月１９日㊋　ボディペインティング
●８月２１日㊍　手作りおもちゃ作り
●８月２６日㊋　プール遊び
●８月２７日㊌　誕生会・計測日
●９月　２日㊋　染色をしよう
●９月　４日㊍　手形を押して遊ぼう
●９月　９日㊋　散歩へ行こう
●９月１１日㊍　おじいちゃん・おばあちゃんと交流

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●８月１１日㊊　救急法講習会・車両見学体験
●８月１３日㊌　プールで遊ぼう
●８月２０日㊌　誕生会・お好み焼きパーティー
●８月２７日㊌　親子触れ合い体操
●９月　１日㊊　リンゴ狩りに行こう（果実の国カップルズ）
●９月　３日㊌　計測日・運動遊び・おやつ試食会
●９月　８日㊊　作って遊ぼう
●９月１０日㊌　ぴよぴよミニ運動会

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※�阿蘇中央病院夜間診療:毎週金曜19時～21時。

イベント

くらし
カレンダー
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●８月１５日㊎　なみの高原納涼まつり（神楽苑）
●８月１６日㊏　 第１６回大阿蘇旗学童軟式野球大会

（農村公園あぴか・～ 18 日まで）
●８月１７日㊐　第 53 回熊本県学校保健大会（阿蘇体育館）
●８月１９日㊋　大阿蘇火の山まつり（阿蘇体育館・～ 20 日まで）
●８月２３日㊏　夏の杵島岳ジオツアー（阿蘇火山博物館など）
●８月３０日㊏　モーモーフェスタ＆阿蘇地域畜産共進会（みんなの森）
●９月　３日㊌　金婚夫婦表彰式（阿蘇の司）
●９月　６日㊏　第 4 回大阿蘇元気ウオーク 2014
　　　　　　　　（阿蘇神社東側駐車場・～ 7 日まで）
●９月　７日㊐　中江岩戸神楽定期公演（中江神楽殿）

●９月　２日㊋　阿蘇市役所（9:30 ～ 16:00）
●９月１８日㊍　スーパーみやはら内牧店
　　　　　　　　（9:30 ～ 16:00）

問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

予約制

要予約

要予約



材　料（４人分）
●ダイコン １５０㌘　●ニンジン�８０㌘
●ゴボウ�６０㌘　●レンコン�１００㌘
●しめじ ６０㌘　●とり胸肉 ６０㌘　
●サヤインゲン ４０㌘
●カレー粉 小さじ２　●塩�少々
●トマトケチャップ 小さじ４
●コンソメスープの素 小さじ１/ ２
●水 ２カップ　

作 り 方
❶�Aはいちょう切りに、ゴボウは斜め切り、レンコンは

乱切りにする。
❷しめじは小房に分ける。
❸鶏肉はそぎ切りにする。
❹サヤインゲンはゆでて４㌢程度に切る。
❺�鍋に水、コンソメスープの素を入れてあたため、❶を

入れる。煮立ったら❷、❸を加えあくをとり、Bを加
え１０分程度煮る。
❻野菜が柔らかくなったら❹を加えひと煮立ちする。

FRESH  MAN

発
行

／
阿

蘇
市

役
所

　
熊

本
県

阿
蘇

市
一

の
宮

町
宮

地
504番

地
1

TEL0967-22-3111㈹
　

FAX0967-22-4577
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係

印
刷

／
有

限
会

社
イ

ケ
ダ

印
刷

　
熊

本
県

阿
蘇

市
内

牧
531番

地
6

阿
蘇

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
          http://w

w
w

.aso.kum
am

oto.jp/
阿

蘇
市

Facebook
ペ

ー
ジ

   http://facebook.com
/asocity

中山 翔
しょう

 さん（28歳）　住所:竹原

FRESH  MAN

食生活改善推進員協議会

地

産地消

C� ooking!

〔趣味〕食べ歩き
〔特技〕なんでもおいしく食べること　
〔好きな言葉〕今が良ければ全て良し
〔好きな女性のタイプ〕
　何にでも頑張っている人
〔�阿蘇の好きなところ〕　
　大自然と人の温かさ

Ｑ．仕事の内容　
　�営業と接客
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�笑顔で楽しく仕事をする

㈲山一食品（あそつけものやまいち） 勤務

さわやか

フレッシュマン
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夏は野菜が豊富です。根菜以外の野菜を入れても
おいしく作れます。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

　 夏 野 菜 で ス タ ミ ナ 満 点！　
根 菜 の カ レ ー 煮

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

A

B


